
【議題1】獣医療における放射線診断・治療の課題

核医学治療の導入に向けた
体制の整備に関する活動について

放射線の合理的で効果的な臨床応用を目指して

○獣医放射線学教育研究会 北里大学獣医学部 夏堀雅宏
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北⾥⼤学獣医学部の教授で、獣医放射線学を専⾨とする
獣医学研究者です。⼤学での教育‧研究に加え、動物の⾼
度医療施設で放射線診療に携わった経歴があります。

1. 学歴‧研究研修
年 経歴

1984～1992 東京農⼯⼤学農学部獣医学科に在籍
1990～1991 オランダ‧ユトレヒト⼤学獣医学部留学

（獣医薬理‧毒性学：主にCYPに関する基礎研究）
1993～1996 ⽇本学術振興会特別研究員（DC1）
1992～1996 岐⾩⼤学⼤学院連合獣医学研究科

（病態獣医学専攻）・博⼠（獣医学）
1994～1995 ユトレヒト⼤学獣医学部でポスドク研究員

2. 職歴
年 ⽉ 所属‧役職

1996年4⽉～1998年7⽉ 北⾥⼤学獣医畜産学部 助⼿
1998年7⽉～2006年7⽉ 北⾥⼤学獣医学部 専任講師
2006年7⽉～2007年6⽉ ⽶国テネシー⼤学獣医学部 

放射線科レジデント
2007年7⽉～2008年10⽉ ⽇本動物⾼度医療センター 

放射線科⻑
2008年10⽉～2013年3⽉ 同センター 院⻑兼放射線科⻑
2013年4⽉～北⾥⼤学獣医学部 教授

核医学との関わり：
1996年より 東北大学CYRIC 井戸達雄教授（核薬学）伊藤正敏教授・山口慶一郎助教授（核医学）

ペットのPETやりましょう！

演者について
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3. 専⾨分野‧主な研究

専⾨は、薬物動態学、分子生物学、獣医放射線学、獣医
画像診断、放射線⽣物学、

主な研究テーマ：
・動物のX線‧ CT ‧核医学を⽤いた画像診断獣医療におけ
る放射線の利⽤・安全管理

・福島第⼀原発事故後の家畜に対する放射線影響の調
査・放射性セシウムなどの体内動態に関する研究
北⾥⼤学の研究室紹介では、福島第⼀原発事故後の⽜の
甲状腺への影響や、汚染地域で飼育された⽜のDNA損傷‧
被ばく 線量評価に 関する研究成果など。

4. 学会活動‧受賞歴等

⽇本獣医学会（評議員）
⽇本獣医画像診断学会（理事）‧評議員などを務めていま
獣医放射線学教育研究会（会長）
日本核医学会・日本放射線腫瘍学会（JASTRO）・日本獣
医がん学会・日本癌学会・日本放射線技術学会 会員

1997年：若手研究者奨励賞： ⽇本獣医学会
2006年：欧州獣医薬理‧毒性学会 ベストポスター賞
2009年：放射線腫瘍学会 会長賞‧銀賞 ほか7件

2022：共著 ICRP Publication 153: Radiological Protection in Veterinary Practice 3



国立10

公立1

私7
（64%）

全18大学
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○ 分野別獣医師の数

令和6年 割合（％）

活
動
獣
医
師

産業動物診療 4,312 10.9

公 農林水産分野 3,117 7.9
務
員

公衆衛生分野 5,053 12.7
その他 463 1.2
小動物診療 16,717 42.1
その他の分野 5,757 14.5
小 計 35,419 89.3

獣医事に従事しない者
（無職含む） 4,245 10.7
合 計 39,664 100

（単位︓人）

① 産業動物獣医師（約２割）

1) 産業動物診療獣医師
家畜の診療に従事

2) 農林水産分野公務員獣医師
公務員として家畜伝染病の予防や
まん延防止に従事

② 公衆衛生分野公務員獣医師
公務員としてと畜場の食肉検査や
動物の愛護・管理等に従事

③ 小動物診療
犬、猫等のペットの診療に従事

④ その他の分野
大学の教員、動物用・人体用医薬品の開発、海外技術協力
などに従事

獣医師の活動分野は広く、小動物診療分野（ペット）、
産業動物分野（家畜）、人の公衆衛生分野と多岐にわたる。

獣医師の活動分野
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獣医師の活動分野の推移

過去10年間で、
小動物診療獣医師の割合は
増加基調（+3％）

【農林水産省調べ】
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〇 獣医大学卒業者の就職状況の推移

（R６．3卒）
【農林水産省調べ】
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〇 分野別獣医師の数
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〇 飼育動物の飼養頭数（万頭）
1000

獣 医療  の 対象  となる   動物  や 飼養者   の 状況

獣医療の対象となる動物や飼養者の状況

・ 家畜の頭数は横ばいか微減傾向だが、農家戸数は減少し大規模化が進展。一
般診療だけでなく衛生管理指導など獣医療へのニーズも変化。

・ 犬猫の頭数は減少傾向か横ばいだが、平均寿命が延長、動物や飼養者の高齢化に伴いニーズが変化。
⇒ 家畜の遠隔診療や管理獣医療、高度獣医療に関する研修等を支援。

【犬・猫の飼養頭数・平均寿命︓ペットフード協会調べ】※令和３年度調査において推計方法を改定（改定した推計
方法により平成25年度以降の推計頭数を再計算）
【家畜の飼養頭数・飼育戸数︓農林水産省調べ】※各年2月1日。牛の飼養戸数において令和２年から統計手法が変更
されている。平成27年及び令和２年は世界農林業センサスの調査年であるため豚に比較できるデータがない。

犬

猫

〇 一般家庭の犬猫の平均寿命（才）

15.9

H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5 R6（年度）

獣医師の技術向上などへの支援

〇 情報通信機器を用いた診療の試行的な導入などを支援。
〇 産業動物分野における管理獣医師育成のための長期研修等、現場で必要とされている知識・技術向上の

ための卒後研修等の支援。

○ 家畜の飼養戸数（百戸）

乳用牛

豚

肉用牛

豚

肉用牛
乳用牛

犬

猫
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わが国の小動物診療施設数の推移

※毎年200院程度の増院

注１：平成29年12月31日現在：11,839件病院 (全体で15,797件)

※農林水産省 飼育動物診療施設の開設届出状況より
・・・2025年

13046件

2025
推定所有数

CT：＞400台
MRI：＞80台

RT：13台
（リニアック）
大学：9台
民間：4台
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〇 この間、施設数は1.1倍増

〇 愛玩動物看護師は第１回国家試験で
18,000人誕生。小動物臨床獣医師届
出数（16,500人）を超過。

（ 参考  ） 動物病院    の 売上

（参考）動物病院の売上

〇 動物病院１件当たりの平均売上高（推計）

〇 １動物病院当たりの売上は横ばいか。なお、高額利用者は、50～60代の富裕層か。

～ 29歳 3,560
30 ～ 39 5,089
40 ～ 49 8,797
50 ～ 59 12,451
60 ～ 69 12,081
70歳 ～ 3,777

〇 年収の高い50～60代が春先に動物病院を利用？
参考）年収別支出 参考）世帯主の年齢階級別支出額

円

Ⅰ( 0,000,000 ～ 3,290,000 ) 4,617
Ⅱ( 3,290,000 ～ 4,590,000 ) 6,584
Ⅲ( 4,590,000 ～ 6,240,000 ) 6,791
Ⅳ( 6,240,000 ～ 8,600,000 ) 9,563
Ⅴ( 8,600,000 ～ 0,000,000 ) 12,630

1月 397 7月 742
2月 444 8月 587
3月 603 9月 547
4月 962 10月 641
5月 1,073 11月 555
6月 769 12月 717

参考）月別支出頻度（R2）

出典：総務省 家計調査

中央値ではない 売上：経費を引く前

経常利益：売上から原価や販売費・管理費を除いた金額

推計：動物病院代（家計調査）×総世帯数（国民生活基礎調査）÷小動物・その他の診療施設数（農水
調べ）

※  診療施設数には大動物と小動物の両者を診る施設を含まない。

2,397 2,341
2,482

2,728 2,705 2,719

2,526

1,000

1,500

2,000

2,500

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

コロナで世帯数
調査せず

3,000
（万円）

〇 小動物臨床施設（12,616）の6割（7,932）
で獣医師数は１名。

【参照】家保は平均12名程度

２万人÷施設数？

一般的な中小企業のR4年
〇 売上高は平均4.8億円、中央値9,900万

円。
〇 経常利益は平均1,400万円、中央値

110万円。

70歳を超えると・・

・

？

？
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小動物診療施設におけるRT（リニアック）

2007.12-2009.3

頭頸部のRT
犬：70％
猫：80％

犬 猫
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米国T大学獣医教育病院における放射線診療 2006

mean cost per case ($)
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図．2006年の一年間で米国T大学獣医学部放射線科が対応した１症例あたりの平均請求額の内訳。鎮静・麻
酔処置に関わる薬物およびその投与に関わる費用は含まれない。平均コストはCT検査がもっとも高額である
が，放射線治療（総数228）には治療計画（55），ポートフィルム作成（30），Co-60によるテレコバル
ト治療（22）および分割照射１回分（88），I-131による甲状腺治療（6）の他，Sr-90投与による疼痛緩
和療法（3）などが含まれる。このため，特定の放射線療法による放射線治療終了までの全過程の金額を反映
しているわけではない。なお，2006年には後期より放射線源が撤去されたために放射線治療の症例数は例年
に比べおよそ半減している。 日本獣医学会 2008春
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【第一回獣医放射線学教育研究会設立総会 2001年4月】
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平成21（2009）年3月

背 景
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国内で実施可能な主な核医学（検査のみ。動物種と使用核種が限定）

馬（競走馬）の骨シンチグラフィ
犬・猫の
• 骨シンチグラフィ

• 骨肉腫の転移検査にはSPECT
• 甲状腺シンチグラフィ
• 門脈シンチグラフィ
• 腎シンチグラフィ
• 心シンチグラフィ

• 心筋活性の評価にはSPECT
• PET（FDG-PETおよびPET4核種）
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FDG-PET
3D(MIP)

初期がん
（ MM＠L6）

進行がん
MGT
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正 常 異常（異所性甲状腺腫瘍）

甲状腺シンチグラフィ（猫）
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Hemangio pericytoma 
Target: Thigh region

Multifocal lymphoma 
Target: Cervical/Abdominl Lymph nodes

Cases applied for PET

Mammary adenocarcinoma 
Target: Mammalian grand, lung mets
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Mammary adenocarcinoma

FDAG-PET

Mamm. gl.

CTFDG-PET
Thorax

Active uptake of FDG indicates
malignant metastasis
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Hemangiopericytoma Multifocal lymphoma

R. limbL. limb
Testis

Urinary duct

Spinal cord Tumor

L R
High

Low
Cerebllum Mandible

Parotid lymph node (Lymphoma)

L

R

Dorsal Ventral
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FDG-PET : Multifocal lymphoma  
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国内の現状
犬・猫の核医学検査（PET・シンチグラフィ）
※当初、PETは18F-FDG-PETのみ

 現在は18F,11C,13N,15O標識化合物が利用可能
馬の骨シンチグラフィ
高エネルギーX線・電子線放射線治療
（オルソボルテージも含む）

※諸外国にあってわが国で実施できない診療
・放射性同位元素（RI）を用いた治療やBNCT・粒子線治療
国家戦略に乗らない手はない。
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現状の改善へ
わが国の動物臨床における新たな放射線療法（核医学治療）の実現
「ルールが無いからできない」という閉塞状況からの脱却

RIの有効な利用法の拡大と一般への理解促進

波及効果：動物のみならずヒト医療への貢献は大きい【社会的インパクト】
1.放射線・放射性物質・放射性医薬品に対する理解
2.自然発生症例に対する効果 動物に実在する疾患の説得力
3.生存率および生存曲線（ヒト医療での結果より5-6倍早くわかる！？）
4.新薬開発および評価（前臨床段階での臨床試験が可能に）
5.学術界・産業界・経済界へのインパクト・・・・・・・＞
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（諸外国やヒト医療にあって）
わが国で実施できない動物への診療

1）RIを用いた治療（例）密封線源／非密封線源

・シード線源（I-125：ガンマ線源 T1/2：59.4日）前立腺がんなど

・I-131内服治療（β線源 T1/2： 8日）甲状腺機能亢進症・がん／切除不能な褐色細胞腫
（PPGL：131I-3-ヨードベンジルグアニジン）

・Lu-177製剤（β線源 T1/2： 6.64日 適応：PMSA（前立腺）ソマトスタチン受容体陽性の神
経内分泌腫瘍に対する製剤）

・α核種による治療（外部照射・内部照射）Ra-223, Ra-224, At-211, Ac-225

2）BNCT（中性子捕捉療法）および加速器を用いた（重）粒子線治療（電子線を除く）

※問題点：現状では治療並びに臨床試験（治験）もできない。
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獣
医
療
の
立
場
か
ら
の
貢
献
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+農水大臣に
も参画してい
ただく。
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日本放射線安全管理学会誌
2021年20巻1号1p 26
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今後の展望
・獣医療に応用可能な放射線療法のリストアップ
・各リストには優先順位の決定

・それぞれのリストについて現実的に実現可能なガイドラインの整備と検証
（獣医学会における専門委員会およびTG: task groupsの作成）

・農水省・規制庁・日本アイソトープ協会との協議とガイドラインや適正使用
マニュアルの完成

・放射線審議会へ（併せて獣医療法・獣医療法施行規則の改正）

2025年度 たたき台の作成・審議（実現性・優先順位の高い治療法から）
2026年度以降 審議・修正・審議・修正・・・完成
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獣医核医学推進検討委員会設立（日本獣医学会）
氏名 所属（職）

委員長 奥田 優 東大（教授）
事務局 和田成一 北里大(准教授)
事務局 柿崎竹彦 北里大(准教授)
事務局長 夏堀 雅宏 北里大(教授)
委員  森 崇 岐阜大(教授)

 西飯直仁 岐阜大(教授)
 岩崎遼太 帯広畜産大(准教授)
 高橋朋子 大阪公立大(准教授)

 福島建次郎 どうぶつの総合病院(専門医)
 吉川陽人 どうぶつの総合病院(専門医)
 桃井康行 東大(教授)

第一回委員会（キックオフミーティング）開催
2026年1月30日＠東京大学
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獣医核医学推進検討委員会（TG案）

TG1 RI内用療法：放射性ヨウ素（I-131、半減期8日）獣医療では主に猫の甲状腺機能亢進症に対して利用される。
アスタチン211製剤（At-211）を甲状腺がんへの応用を目指す。（TG6）

TG2 密封線源（シード線源）：小さな放射線源を治療する部分に挿入して行う放射線治療でブラキテラピー
（brachytherapy）と言われる。
ブラキ（brachy）とは短いという意味で、放射線源と照射目標との距離が短いことからこのように呼ばれる。

ヒトでは前立腺がんに適用される。
TG3 密封線源治療（Sr-90プラーク治療）
TG4 下限数量未満のRIによるRT（Alpha DaRT）
TG5 BNCT（中性子捕捉療法）
TG6 新規核医学治療（α核種）At-211 Ac-225
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合法化に対する今後の流れ
（３－５年以内に！）

獣医核医学推進検討委員会(TG01-06)
↓

日本獣医学会・日本獣医師会他
から農水省への諮問

↓
放射線審議会

↓
法改正案

（獣医療法および同施行規則）

医療、放射線、動物業界に関わるすべての
皆様のご理解ご支援、ご協力が不可欠です。
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